
で「伝統的」と感じられるくらいになったの

だと思います。これからも、この伝統を受け

継いでいってほしいと願っています。

2016.5.27(金) No.7 文責：芝 最後に昨日の笑顔の写真を１枚ご紹介しま

す。（「笑顔が写っていないのはもったいない」

とありますので…）

学校生活の中で子どもたちが楽しみにして

いることの一つに「なかよし朝会」がありま

す。これは、そばにいる大人にとっても楽し

くなる子どもたちの姿がたくさん見られます。

ですから、ホームページでも下（昨日のもの）

のように、度々登場しています。

この「校長室だより」でも同じように何度

も取り上げていますが、そんな魅力を感じる

のは、この朝会の内容を考え、実行する児童

会役員の方向が伝統的に素晴らしいからだろ

うと思います。例えば、いつもみんなが喜び、

笑顔になる「こおりオニ」のような定番メニ

ューだけでなく、時々下の写真のような楽し ＰＴＡ役員会からの依頼によるお知らせ（お

い企画があります。これまでずっと感心させ 願い）です。

られているのは、児童会役員の子どもたちの 毎年、１月の参観日にはＰＴＡ研修として

考えの中に「なかよし班の協力」が意識され 講演会を行っています。その時の講師を推薦

ていること、「なかよし朝会」という名前にふ していただきたいのです。

さわしいものにしようという気持ちが感じら より良い世の中にするために、より良い子

れることです。 育てをするために、というテーマで、「この人

児童会の役員選挙でも、「なかよし朝会」の の話を聞いてみたい」「この人の話が良かった」

ことが多くの候補者から公約として出てきま という人がいれば、ぜひお知らせ下さい。ど

す。子どもたちが楽しみ、意義を感じてきた うかよろしくお願いします。

ことが選挙の度に再認識され、歴代の児童会 ※交渉等の日程を考えると、８月末までに

の考えに引き継がれてきたのでしょう。それ お知らせいただけるとありがたいです。

講師を推薦してください

｢なかよし朝会｣の笑顔


